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-------------------------------------------

★１１月後半の管理ごよみ

-------------------------------------------

◆１６日（土）～平成２６年１月１０日

―第５３回「正しい運転・明るい輸送運動」

◆１７日（日）

―世界道路交通犠牲者の日

◆２１日（木）

―第49回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会

◆２２日（金）

―特定病原体等の運搬に関する講習会

◆２３日（土）

―勤労感謝の日

※詳しくはシンク出版のＷＥＢサイト「今月の運転管理」で紹介しています。

【今月の運転管理↓】

http://www.think-sp.com/2013/10/10/kongetsu-untenkanri13-11/

----------------------------------------------------------------------

■事故ゼロへのアプローチ

----------------------------------------------------------------------

『夜間事故の危険を意識しよう３──高齢者の危険横断』

　夜間に多発する事故パターンで、最近とくに問題になっているのは四輪車と

高齢歩行者の交通事故です。

　高齢者に関しては、走行車両に対する認知ミスや横断速度の遅さ、横断場所

の危険、横断開始タイミングの判断ミスなど、さまざまな要因が考えられます

が、とくに以下のような事故パターンが指摘されているので、頭に入れておき

ましょう。 

【続きを読む↓】

http://www.think-sp.com/2013/11/01/jikozero-yakan3/

----------------------------------------------------------------------

■交通事故と企業の責任（１５）

----------------------------------------------------------------------

　

　前回は、社有車で取引先の人と飲みに出かける途中の事故で、会社の「使用



者責任」を認めた事例でした。

　今回は、社員が旅行先で飲酒運転による事故を起こし、会社の「運行供用者

責任」を認めた事例を紹介します。

■社員旅行先の事故で会社の「運行供用者責任」を認めた

　ホストクラブに勤務するＡは、毎年１回実施されている社員旅行で沖縄に行

き、仲間と一緒に２台のレンタカーに乗り、那覇市内の飲食街に行って酒を飲

んでいました。

　一緒に行った何人かが先に酔ってレンタカーに戻って寝るなどしたため、Ａ

は酒気帯びのままレンタカーを運転してホテルに戻るときに警察の検問にあっ

たので、強引に突破して逃走している途中にハンドル操作等を誤って標識に激

突し、助手席のＢを即死させ、後部座席にいた２人の社員にも重傷を負わせま

した。

　この事故で、即死したＢの両親が、Ａに対して民法７０９条に基づく不法行

為による損害賠償責任を、Ａが勤務する会社などに対して、自賠法３条に基づ

いて運行供用者責任があるとして、損害賠償を請求しました。

　これに対して、裁判所は次のように述べて、Ａが勤務する会社に「使用者責

任」と「運行供用者責任」を認めました。

　

（Ａが勤務する会社の責任）

　「社員旅行は会社の関与なしには挙行できず、参加従業員はホストクラブの

業務に関連したものであって、参加を断ることは困難であり、会社の業務の執

行のためと認められる」

　「飲酒運転をしないように参加者に注意していた事実は認められるものの、

ホテルの立地条件からレンタカーが不可欠であったこと、他の参加者の一部も

レンタカーに乗って那覇市内で飲酒していたことなどの事情に照らせば、飲酒

運転が交通事故の発生に寄与することは大であり、会社は旅行における監督義

務を尽くしているとはいえない」

　

　「よって、会社は民法７１５条に基づいて使用者責任を負う」また、「社員

旅行にあたり不可欠なレンタカーを借り受け、従業員にレンタカーを使用させ

ており、事故車両の運行供用者責任として自賠法３条に基づく損害賠償責任を

負う」

　なお、Ｂを含めて事故車両に同乗していた者は、Ａが酒気を帯びていたのを

認識していたのに同乗したと推認すべきである、としてＢの過失は６０％と認

定され、全損害額約６９８９万円のうち約２７９５万円の損害賠償を認めまし

た。

（大阪地裁　平成２３年３月２８日判決）

----------------------------------------------------------------------

■今日の朝礼話題

----------------------------------------------------------------------

『「動物注意」の標識を見たら、危険を予測しましょう』

高速道路や山間部を走行中には動物注意の標識に気をつけなければなりません

が、最近、街中でも動物との衝突による死亡事故が発生しました。

【続きを読む↓】



http://www.think-sp.com/2013/11/01/tw-animals-in-traffic-danger/

　シンク出版ＷＥＢサイトでは、朝礼時や会報作成時に参考にしていただける

「今日の朝礼話題」を毎日更新しています。

----------------------------------------------------------------------

■２０１４運行管理者・配車担当者手帳好評発売中！

----------------------------------------------------------------------

『２０１４運行管理者・配車担当者手帳』

※仕様　Ａ６判／２２２ページ／表紙ビニールレザー（黒）

※価格　１，２６０円（消費税込・送料実費）

　

　「２０１４運行管理者・配車担当者手帳」を１０月２日に発売開始いたしま

した。さっそく個人の運行管理者様からのご注文のほか、社内表彰の景品、会

員様へのサービス、お得意様への年末年始の贈答品して、法人様からもご注文

を多数いただいております。

　２０１４年版は「最新の法改正」や、「Ｇマークの取得のための安全性評価

項目配点基準」などますます資料を充実させました。また、カレンダー機能も

強化していますので、スケジュール管理も快適に行っていただけます。

　本手帳のスペシャルサイトをオープンいたしましたので、ぜひご覧ください。

画像で手帳のイメージをご確認いただくことができるほか、パンフレットもダ

ウンロードしていただくことができます。

【２０１４運行管理者・配車担当者手帳スペシャルサイト】

http://2014unkoukanridiary.jimdo.com/

【※物流ニッポンで本手帳が紹介されました↓】

http://www.think-sp.com/2011/03/04/syoukaikiji/

【商品の詳細はこちら↓】

http://goo.gl/c6MYvB

※在庫に限りがございますので、お申込みはお早めにお願いいたします。

【事故防止メルマガ「Ｔｈｉｎｋ」のバックナンバーはこちら↓】

http://goo.gl/5G5iL

　本メールマガジンは、名刺交換をさせていただいた方々にも送信させていた

だいております。今後、メールマガジンの購読を希望されない場合は、お手数

ですが下記アドレスまでご連絡をいただきますようお願いいたします。

（平成２５年１１月５日送信）

※本メールは「ＭＳゴシック」などの等幅フォントで最適に表示されます。
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